
テナントルーテッドマルチキャストの設

定

この章は、次の項で構成されています。

•テナントルーテッドマルチキャストについて（1ページ）
•テナントルーテッドマルチキャストに関する注意事項と制限事項（2ページ）
•レイヤ 3テナントルーテッドマルチキャストの注意事項と制約事項（3ページ）
•テナントルーテッドマルチキャストのランデブーポイント（4ページ）
•テナントルーテッドマルチキャストのランデブーポイントの設定（4ページ）
• VXLANファブリック内のランデブーポイントの設定（5ページ）
•外部ランデブーポイントの設定（6ページ）
•レイヤ 3テナントルーテッドマルチキャストの設定（8ページ）
• VXLAN EVPNスパインでの TRMの設定（12ページ）
• vPCサポートを使用した TRMの設定（15ページ）

テナントルーテッドマルチキャストについて
テナントルーテッドマルチキャスト（TRM）は、BGPベースのEVPNコントロールプレーン
を使用する VXLANファブリック内でのマルチキャスト転送を有効にします。TRMは、ロー
カルまたはVTEP間で同じサブネット内または異なるサブネット内の送信元と受信側の間にマ
ルチテナント対応のマルチキャスト転送を実装します。

この機能により、VXLANオーバーレイへのマルチキャスト配信の効率が向上します。これは、
IETFRFC6513、6514で説明されている標準ベースの次世代コントロールプレーン（ngMVPN）
に基づいています。TRMは、効率的かつ復元力のある方法で、マルチテナントファブリック
内で顧客の IPマルチキャストトラフィックを配布できるようにします。TRMの配布により、
ネットワーク内のレイヤ 3オーバーレイマルチキャスト機能が向上します。

BGP EVPNはユニキャストルーティングのコントロールプレーンを提供しますが、ngMVPN
はスケーラブルなマルチキャストルーティング機能を提供します。これは、ユニキャスト用の

分散型 IPエニーキャストゲートウェイを持つすべてのエッジデバイス（VTEP）がマルチキャ
スト用の指定ルータ（DR）になる「常時ルート」アプローチに従います。ブリッジ型マルチ
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キャスト転送は、エッジデバイス（VTEP）にのみ存在し、IGMPスヌーピングは該当する受
信者へのマルチキャスト転送を最適化します。ローカル配信以外のすべてのマルチキャストト

ラフィックは効率的にルーティングされます。

図 1 : VXLAN EVPN TRM

TRMを有効にすると、アンダーレイでのマルチキャスト転送が活用され、VXLANでカプセル
化されたルーテッドマルチキャストトラフィックが複製されます。デフォルトマルチキャス

ト配信ツリー（デフォルトMDT）は、VRFごとに構築されます。これは、レイヤ 2仮想ネッ
トワークインスタンス（VNI）のブロードキャストおよび不明ユニキャストトラフィック、
およびレイヤ 2マルチキャスト複製グループの既存のマルチキャストグループに追加されま
す。オーバーレイ内の個々のマルチキャストグループアドレスは、複製および転送のために

それぞれのアンダーレイマルチキャストアドレスにマッピングされます。BGPベースのアプ
ローチを使用する利点は、TRMを備えた BGP EVPN VXLANファブリックが、すべてのエッ
ジデバイスまたは VTEPに RPが存在する完全な分散型オーバーレイランデブーポイント
（RP）として動作できることです。

マルチキャスト対応のデータセンターファブリックは、通常、マルチキャストネットワーク全

体の一部です。マルチキャスト送信元、受信側、およびマルチキャストランデブーポイント

はデータセンター内に存在する可能性がありますが、キャンパス内にある場合やWAN経由で
外部から到達可能である場合もあります。TRMを使用すると、既存のマルチキャストネット
ワークをシームレスに統合できます。ファブリック外部のマルチキャストランデブーポイン

トを活用できます。さらに、TRMでは、レイヤ 3物理インターフェイスまたはサブインター
フェイスを使用したテナント対応外部接続が可能です。

テナントルーテッドマルチキャストに関する注意事項と

制限事項
テナントルーテッドマルチキャスト（TRM）には、次の注意事項と制約事項があります。

テナントルーテッドマルチキャストの設定

2

テナントルーテッドマルチキャストの設定

テナントルーテッドマルチキャストに関する注意事項と制限事項



• FEXのサポートは、Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチでは使用されません。

• VXLANの注意事項と制約事項は TRMにも適用されます。

• TRMが有効になっている場合、コアリンクとしての SVIはサポートされません。

• TRMは IPv4マルチキャストのみをサポートします。

• TRMには、スパースモードとも呼ばれる PIM Any Source Multicast（ASM）を使用した
IPv4マルチキャストベースのアンダーレイが必要です。

• TRMは、オーバーレイ PIM ASMおよび PIM SSMのみをサポートします。PIM BiDirは
オーバーレイではサポートされていません。

• RPは、ファブリックの内部または外部のいずれかに設定する必要があります。

•内部RPは、ボーダーノードを含むすべてのTRM対応VTEPで設定する必要があります。

•外部 RPは、ボーダーノードの外部にある必要があります。

• RPは、外部 RP IPアドレス（スタティック RP）を指す VRF内で設定する必要がありま
す。これにより、特定のVRFの外部RPに到達するためのユニキャストおよびマルチキャ
ストルーティングが有効になります。

• TRMは複数のボーダーノードをサポートします。複数のボーダーリーフスイッチを介し
た外部 RPへの到達可能性がサポートされています（ECMP）。

• VXLAN vPCセットアップで L3 VNIの VLANで PIMと ip igmp snooping vxlanの両方を
有効にする必要があります。

レイヤ 3テナントルーテッドマルチキャストの注意事項
と制約事項

レイヤ3テナントルーテッドマルチキャスト（TRM）には次の設定の注意事項と制限事項があ
ります。

• Cisco NX-OSリリース 9.3（3）以降、Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、レ
イヤ 3モードで TRMをサポートします。この機能は、IPv4オーバーレイでのみサポート
されます。レイヤ 2モードと L2/L3混合モードはサポートされていません。

Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、L3ユニキャストトラフィックの BLとし
て機能できます。エニーキャスト機能の場合、RPは内部、外部、またはあらゆる場所の
RPにすることができます。

• Cisco NX-OSリリース 9.3（3）以降、Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、レ
イヤ 3モードで TRMをサポートします。この機能をサポートするには、ボーダーリーフ
で advertise-pipコマンドと advertise virtual-rmacコマンドを有効にする必要があります。
詳細については、「VIP/PIPの構成」セクションを参照してください。
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•既知のローカルスコープマルチキャスト（224.0.0.0/24）はTRMから除外され、ブリッジ
されます。

•インターフェイスNVEがボーダーリーフでダウンした場合、VRFごとの内部オーバーレ
イ RPをダウンする必要があります。

•一方または両方の VTEPが Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチである場合、パ
ケット TTLは 2回デクリメントされます。1回は送信元リーフの L3 VNIにルーティング
するため、もう 1回は宛先 L3 VNIから宛先リーフの宛先 VLANに転送するためです。

• Cisco Nexus 3600プラットフォームスイッチは、TRMマルチサイトをサポートしていま
せん。

テナントルーテッドマルチキャストのランデブーポイ

ント
TRMを有効にすると、内部および外部 RPがサポートされます。次の表に、RPの位置付けが
サポートされているか、サポートされていない最初のリリースを示します。

PIMベースの RP
Everywhere

RP外部RP内部

9.3(3)9.3(3)9.3(3)TRM L3モード

RP外部RP内部

なしなしTRM L2モード

7.0(3)I7(4)7.0(3)I7(1)TRM L3モード

N/A7.0(3)I7(1)TRM L2L3モード

テナントルーテッドマルチキャストのランデブーポイ

ントの設定
テナントルーテッドマルチキャストでは、次のランデブーポイントオプションがサポートさ

れています。

• VXLANファブリック内のランデブーポイントの設定（5ページ）

•外部ランデブーポイントの設定（6ページ）
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VXLANファブリック内のランデブーポイントの設定
すべてのデバイス（VTEP）で次のコマンドを使用して、TRMVRFのループバックを設定しま
す。EVPN内で到達可能であることを確認します（アドバタイズ/再配布）。

手順の概要

1. configure terminal
2. interface loopback loopback_number

3. vrf member vxlan-number

4. ip address ip-address

5. ip pim sparse-mode
6. vrf context vrf-name

7. ip pim rp-address ip-address-of-router group-list group-range-prefix

テナントルーテッドマルチキャストの設定
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal

すべての TRM対応ノードでループバックインター
フェイスを設定します。これにより、ファブリック

内のランデブーポイントが有効になります。

interface loopback loopback_number

例：

switch(config)# interface loopback 11

ステップ 2

VRF名を設定します。vrf member vxlan-number

例：

ステップ 3

switch(config-if)# vrf member vrf100

IPアドレスを指定します。ip address ip-address

例：

ステップ 4

switch(config-if)# ip address 209.165.200.1/32

インターフェイスでスパースモードPIMを設定しま
す。

ip pim sparse-mode

例：

ステップ 5

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

VXLANテナント VRFを作成します。vrf context vrf-name

例：

ステップ 6

switch(config-if)# vrf context vrf100

ip-address-of-routerパラメータの値は RPの値です。
完全に分散された RPの場合、すべてのエッジデバ
イス（VTEP）に同じ IPアドレスが必要です。

ip pim rp-address ip-address-of-router group-list
group-range-prefix

例：

ステップ 7

switch(config-vrf# ip pim rp-address 209.165.200.1
group-list 224.0.0.0/4

外部ランデブーポイントの設定
すべてのデバイス（VTEP）の TRMVRF内の外部ランデブーポイント（RP）IPアドレスを設
定します。さらに、ボーダーノードを介した VRF内の外部 RPの到達可能性を確認します。
TRMが有効で、外部RPが使用されている場合は、1つのルーティングパスだけがアクティブ
であることを確認します。TRMファブリックと外部RP間のルーティングは、単一のボーダー
リーフ（非 ECMP）を経由する必要があります。

テナントルーテッドマルチキャストの設定
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手順の概要

1. configure terminal
2. vrf context vrf100
3. ip pim rp-address ip-address-of-router group-list group-range-prefix

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを入力します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal

コンフィギュレーションモードを入力します。vrf context vrf100

例：

ステップ 2

switch(config)# vrf context vrf100

テナントルーテッドマルチキャストの設定
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目的コマンドまたはアクション

ip-address-of-routerパラメータの値は RPの値です。
完全に分散された RPのすべてのエッジデバイス
（VTEP）に同じ IPアドレスが必要です。

ip pim rp-address ip-address-of-router group-list
group-range-prefix

例：

ステップ 3

switch(config-vrf)# ip pim rp-address
209.165.200.1 group-list 224.0.0.0/4

レイヤ 3テナントルーテッドマルチキャストの設定
この手順では、テナントルーテッドマルチキャスト（TRM）機能を有効にします。TRMは、
BGP MVPNシグナリングを使用して、主に IPマルチキャストのレイヤ 3転送モードで動作し
ます。レイヤ 3モードの TRMは、TRM対応VXLAN BGP EVPNファブリックの主要な機能で
あり、唯一の要件です。非 TRM対応エッジデバイス（VTEP）が存在する場合は、レイヤ 2/
レイヤ 3モードとレイヤ 2モードを相互運用性について考慮する必要があります。

レイヤ 3クラウドの送信者と受信者、および TRM vPC境界リーフの VXLANファブリック間
でマルチキャストを転送するには、VIP/PIP設定を有効にする必要があります。詳細について
は、VIP/PIPの設定を参照してください。

TRMは、always-routeアプローチに従って、転送される IPマルチキャストトラフィックの存続
可能時間（TTL）を減らします。

（注）

始める前に

VXLAN EVPN feature nv overlayおよび nv overlay evpnを設定する必要があります。

ランデブーポイント（RP）を設定する必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを入力します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal

次世代マルチキャストVPN（ngMVPN）コントロー
ルプレーンを有効にします。BGPで新しいアドレ
スファミリコマンドが使用可能になります。

feature ngmvpn

例：

switch(config)# feature ngmvpn

ステップ 2

VXLAN VLANの IGMPスヌーピングを設定しま
す。

ip igmp snooping vxlan

例：

ステップ 3

テナントルーテッドマルチキャストの設定
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目的コマンドまたはアクション

switch(config)# ip igmp snooping vxlan

NVEインターフェイスを設定します。interface nve1

例：

ステップ 4

switch(config)# interface nve 1

レイヤ 3仮想ネットワーク識別子を設定します。
vni-rangeの範囲は 1～ 16,777,214です。

member vni vni-range associate-vrf

例：

ステップ 5

switch(config-if-nve)# member vni 200100
associate-vrf

VRFVNI（レイヤ3VNI）のデフォルトマルチキャ
スト配信ツリーを構築します。

mcast-group ip-prefix

例：

ステップ 6

マルチキャストグループは、関連付けられている

レイヤ3VNI（VRF）内のすべてのマルチキャスト
switch(config-if-nve-vni)# mcast-group 225.3.3.3

ルーティングのアンダーレイ（コア）で使用されま

す。

（注）

レイヤ 2 VNI、デフォルトMDT、およびデータ
MDTのアンダーレイマルチキャストグループは
共有しないことを推奨します。重複しない個別の

グループを使用します。

コマンドモードを終了します。exit

例：

ステップ 7

switch(config-if-nve-vni)# exit

コマンドモードを終了します。exit

例：

ステップ 8

switch(config-if)# exit

自律システム番号の設定router bgp 100

例：

ステップ 9

switch(config)# router bgp 100

コマンドモードを終了します。exit

例：

ステップ 10

switch(config-router)# exit

ネイバーの IPアドレスを設定します。neighbor ip-addr

例：

ステップ 11

switch(config-router)# neighbor 1.1.1.1

テナントルーテッドマルチキャストの設定
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目的コマンドまたはアクション

マルチキャスト VPNを設定します。address-family ipv4 mvpn

例：

ステップ 12

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 mvpn

アドレスファミリシグナリングの ngMVPNをイ
ネーブルにします。send community extendedコマ

send-community extended

例：

ステップ 13

ンドにより、拡張コミュニティがこのアドレスファ

ミリに確実に交換されます。
switch(config-router-neighbor-af)# send-community
extended

コマンドモードを終了します。exit

例：

ステップ 14

switch(config-router-neighbor-af)# exit

コマンドモードを終了します。exit

例：

ステップ 15

switch(config-router)# exit

VRF名を設定します。vrf context vrf_name

例：

ステップ 16

switch(config-router)#vrf context vrf100

ip-address-of-routerパラメータの値はRPの値です。
完全に分散された RPのすべてのエッジデバイス
（VTEP）に同じ IPアドレスが必要です。

ip pim rp-address ip-address-of-router group-list
group-range-prefix

例：

ステップ 17

オーバーレイRPの配置オプションについては、テ
ナントルーテッドマルチキャストのランデブーポ

switch(config-vrf)# ip pim rp-address
209.165.201.1 group-list 226.0.0.0/8

イントの設定（4ページ）セクションを参照して
ください。

ユニキャストアドレスファミリを設定します。address-family ipv4 unicast

例：

ステップ 18

switch(config-vrf)# address-family ipv4 unicast

カスタマーマルチキャスト（C_Multicast）ルート
（ngMVPNルートタイプ 6および 7）に拡張コミュ

route-target both auto mvpn

例：

ステップ 19

ニティ属性として追加されるBGPルートターゲッ
トを定義します。

switch(config-vrf-af-ipv4)# route-target both
auto mvpn

自動ルートターゲットは、2バイトの自律システム
番号（ASN）とレイヤ 3 VNIによって構築されま
す。

テナントルーテッドマルチキャストの設定
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目的コマンドまたはアクション

送信元がローカルに接続されている場合のGratuitally
Originate（S、A）ルート。ip multicast

ip multicast overlay-spt-only

例：

ステップ 20

overlay-spt-onlyコマンドは、すべてのMVPN対応
switch(config)# ip multicast overlay-spt-only

スイッチ（通常はリーフノード）でデフォルトで

有効になっています。

ファーストホップゲートウェイ（レイヤ 2 VNIの
分散エニーキャストゲートウェイ）を設定します。

interfacevlan_id

例：

ステップ 21

このインターフェイスでは、ルータ PIMピアリン
グは発生しません。

switch(config)# interface vlan11

インターフェイスをディセーブルにします。no shutdown

例：

ステップ 22

switch(config-if)# no shutdown

VRF名を設定します。vrf member vrf-num

例：

ステップ 23

switch(config-if)# vrf member vrf100

IPアドレスを設定します。ip address ip_address

例：

ステップ 24

switch(config-if)# ip address 11.1.1.1/24

SVIで IGMPおよび PIMをイネーブルにします。
これは、この VLANにマルチキャスト送信元や受
信者が存在する場合に必要です。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 25

エニーキャストゲートウェイ転送モードを設定し

ます。

fabric forwarding mode anycast-gateway

例：

ステップ 26

switch(config-if)# fabric forwarding mode
anycast-gateway

IP PIMネイバーポリシーを作成して、VLAN内の
PIMルータとのPIMネイバーシップを回避します。

ip pim neighbor-policy NONE*

例：

ステップ 27

noneキーワードは、すべての ipv4アドレスを拒否
switch(config-if)# ip pim neighbor-policy NONE*

するように設定されたルートマップで、大文字と小

文字を区別しない IPを使用した PIMネイバーシッ
プポリシーの確立を回避します。

（注）

PIMピアリングに分散型エニーキャストゲート
ウェイを使用しないでください。

テナントルーテッドマルチキャストの設定
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目的コマンドまたはアクション

コマンドモードを終了します。exit

例：

ステップ 28

switch(config-if)# exit

VRFおよびレイヤ 3 VNIを設定します。interface vlan_id

例：

ステップ 29

switch(config)# interface vlan100

インターフェイスを無効にします。no shutdown

例：

ステップ 30

switch(config-if)# no shutdown

VRF名を設定します。vrf member vrf100

例：

ステップ 31

switch(config-if)# vrf member vrf100

インターフェイスで IP転送を有効にします。ip forward

例：

ステップ 32

switch(config-if)# ip forward

インターフェイスでスパースモード PIMを設定し
ます。レイヤ 3 VNIで発生する PIMピアリングは
ありませんが、転送にはこのコマンドが必要です。

ip pim sparse-mode

例：

switch(config-if)# ip pim sparse-mode

ステップ 33

VXLAN EVPNスパインでの TRMの設定
この手順では、VXLANEVPNスパインスイッチでテナントルーテッドマルチキャスト（TRM）
を有効にします。

始める前に

VXLAN BGP EVPNスパインを設定する必要があります。スパインでの EVPNの BGP構成を
参照してください。

手順の概要

1. configure terminal
2. route-map permitall permit 10
3. set ip next-hop unchanged
4. exit
5. router bgp [autonomous system] number

6. address-family ipv4 mvpn

テナントルーテッドマルチキャストの設定
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7. retain route-target all
8. neighbor ip-address [remote-as number]
9. address-family ipv4 mvpn
10. disable-peer-as-check
11. rewrite-rt-asn
12. send-community extended
13. route-reflector-client
14. route-map permitall out

手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

コンフィギュレーションモードを入力します。configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal

ルートマップを設定します。route-map permitall permit 10

例：

ステップ 2

（注）

ルートマップでは、EVPNルート用にネクスト
ホップを変更しないまま保持します。

switch(config)# route-map permitall permit 10

• eBGPでは必須です。

• iBGPではオプションです。

ネクストホップアドレスを設定します。set ip next-hop unchanged

例：

ステップ 3

（注）

ルートマップでは、EVPNルート用にネクスト
ホップを変更しないまま保持します。

switch(config-route-map)# set ip next-hop
unchanged

• eBGPでは必須です。

• iBGPではオプションです。

EXECモードに戻ります。exit

例：

ステップ 4

switch(config-route-map)# exit

BGPを指定します。router bgp [autonomous system] number

例：

ステップ 5

switch(config)# router bgp 65002

テナントルーテッドマルチキャストの設定
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目的コマンドまたはアクション

BGPでアドレスファミリ IPv4 MVPNを設定しま
す。

address-family ipv4 mvpn

例：

ステップ 6

switch(config-router)# address-family ipv4 mvpn

アドレスファミリ IPv4 MVPN [global]で、すべて
のルートターゲットの保持を設定します。

retain route-target all

例：

ステップ 7

（注）switch(config-router-af)# retain route-target
all eBGPでは必須です。インポートルートターゲッ

トに一致するように設定されたローカルVNIが存
在しない場合、スパインがすべてのMVPNルート
を保持およびアドバタイズできるようにします。

ネイバーを定義します。neighbor ip-address [remote-as number]

例：

ステップ 8

switch(config-router-af)# neighbor 100.100.100.1

BGPネイバーでアドレスファミリ IPv4MVPNを設
定します。

address-family ipv4 mvpn

例：

ステップ 9

switch(config-router-neighbor)# address-family
ipv4 mvpn

ルートアドバタイズメント時のピア AS番号の
チェックをディセーブルにします。すべてのリーフ

disable-peer-as-check

例：

ステップ 10

が同じASを使用しているが、スパインがリーフとswitch(config-router-neighbor-af)#
disable-peer-as-check 異なるASを使用している場合、このパラメータを

eBGP用のスパインに設定します。

（注）

eBGPでは必須です。

発信ルートターゲットのAS番号をリモートAS番
号と一致するように正規化します。BGPで設定さ

rewrite-rt-asn

例：

ステップ 11

れたネイバーのリモート ASを使用します。
switch(config-router-neighbor-af)# rewrite-rt-asn

rewrite-rt-asnコマンドは、Route Target Auto機能を
使用して EVPNルートターゲットを設定する場合
に必要です。

BGPネイバーのコミュニティを設定します。send-community extended

例：

ステップ 12

switch(config-router-neighbor-af)# send-community
extended

テナントルーテッドマルチキャストの設定
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目的コマンドまたはアクション

ルートリフレクタを設定します。route-reflector-client

例：

ステップ 13

（注）

ルートリフレクタを使用する iBGPに必要です。switch(config-router-neighbor-af)#
route-reflector-client

ルートマップを適用してネクストホップを変更し

ないまま保持します。

route-map permitall out

例：

ステップ 14

（注）switch(config-router-neighbor-af)# route-map
permitall out eBGPでは必須です。

vPCサポートを使用した TRMの設定

手順の概要

1. configure terminal
2. feature vpc
3. feature interface-vlan
4. feature lacp
5. feature pim
6. feature ospf
7. ip pim rp-address address group-list range

8. vpc domain domain-id

9. hardware access-list tcam region mac-ifacl
10. hardware access-list tcam region vxlan 10
11. reload
12. peer switch
13. peer gateway
14. peer-keepalive destination ipaddress

15. ip arp synchronize
16. ipv6 nd synchronize

17. vPCピアリンクを作成します。
18. system nve infra-vlans range

19. vlan number

20. SVIを作成します。
21. （任意） delay restore interface-vlan seconds

テナントルーテッドマルチキャストの設定
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手順の詳細

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始

します。

configure terminal

例：

ステップ 1

switch# configure terminal

デバイス上で vPCをイネーブルにします。feature vpc

例：

ステップ 2

switch(config)# feature vpc

デバイスのインターフェイス VLAN機能をイネー
ブルにします。

feature interface-vlan

例：

ステップ 3

switch(config)# feature interface-vlan

デバイスの LACP機能をイネーブルにします。feature lacp

例：

ステップ 4

switch(config)# feature lacp

デバイスの PIM機能をイネーブルにします。feature pim

例：

ステップ 5

switch(config)# feature pim

デバイスの OSPF機能をイネーブルにします。feature ospf

例：

ステップ 6

switch(config)# feature ospf

アンダーレイマルチキャストグループ範囲に、PIM
RPアドレスを設定します。

ip pim rp-address address group-list range

例：

ステップ 7

switch(config)# ip pim rp-address 100.100.100.1
group-list 224.0.0/4

デバイス上に vPCドメインを作成し、設定目的で
vpc-domain設定モードを開始します。デフォルト
はありません。範囲は 1～ 1000です。

vpc domain domain-id

例：

switch(config)# vpc domain 1

ステップ 8

ACLデータベースの TCAMリージョンをカービン
グします。

hardware access-list tcam region mac-ifacl

例：

ステップ 9

switch(config)# hardware access-list tcam region
mac-ifacl 0

テナントルーテッドマルチキャストの設定

16

テナントルーテッドマルチキャストの設定

vPCサポートを使用した TRMの設定



目的コマンドまたはアクション

VXLANで使用する TCAMリージョンを割り当て
ます。

hardware access-list tcam region vxlan 10

例：

ステップ 10

switch(config)# hardware access-list tcam region
vxlan 10

TCAM割り当てのスイッチ設定をリロードして、
アクティブにします。

reload

例：

ステップ 11

switch(config)# reload

ピアスイッチを定義します。peer switch

例：

ステップ 12

switch(config-vpc-domain)# peer switch

仮想ポートチャネル（vPC）のゲートウェイMAC
アドレスを宛先とするパケットのレイヤ3転送をイ

peer gateway

例：

ステップ 13

ネーブルにするには、peer-gatewayコマンドを使用
します。

switch(config-vpc-domain)# peer gateway

vPCピアキープアライブリンクのリモートエンド
の IPv4アドレスを設定します。

peer-keepalive destination ipaddress

例：

ステップ 14

（注）switch(config-vpc-domain)# peer-keepalive
destination 172.28.230.85 vPCピアキープアライブリンクを設定するまで、

vPCピアリンクは構成されません。

管理ポートと VRFがデフォルトです。

（注）

独立したVRFを設定し、vPCピアキープアライブ
リンクのための VRF内の各 vPCピアデバイスか
らのレイヤ3ポートを使用することを推奨します。

VRFの作成および構成の詳細については、『Cisco
Nexus 3600シリーズ NX-OSシリーズユニキャス
トルーティング構成ガイド、リリース 9.3（x）』
を参照してください。

vPCドメインで IP ARP同期を有効にして、デバイ
スのリロード後の ARPテーブルの生成を高速化し
ます。

ip arp synchronize

例：

switch(config-vpc-domain)# ip arp synchronize

ステップ 15

vPCドメインで IPv6と同期を有効にして、デバイ
スのリロード後のテーブルの作成を高速化します。

ipv6 nd synchronize

例：

ステップ 16

switch(config-vpc-domain)# ipv6 nd synchronize
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目的コマンドまたはアクション

vPCピアリンクポートチャネルインターフェイス
を作成し、2つのメンバーインターフェイスを追加
します。

vPCピアリンクを作成します。

例：

switch(config)# interface port-channel 1
switch(config)# switchport

ステップ 17

switch(config)# switchport mode trunk
switch(config)# switchport trunk allowed vlan
1,10,100-200
switch(config)# mtu 9216
switch(config)# vpc peer-link
switch(config)# no shut

switch(config)# interface Ethernet 1/1, 1/21
switch(config)# switchport
switch(config)# mtu 9216
switch(config)# channel-group 1 mode active
switch(config)# no shutdown

バックアップルーテッドパスとして非 VXLAN対
応 VLANを定義します。

system nve infra-vlans range

例：

ステップ 18

switch(config)# system nve infra-vlans 10

インフラ VLANとして使用する VLANを作成しま
す。

vlan number

例：

ステップ 19

switch(config)# vlan 10

vPCピアリンク上のバックアップルーテッドパスに
使用される SVIを作成します。

SVIを作成します。

例：

ステップ 20

switch(config)# interface vlan 10
switch(config)# ip address 10.10.10.1/30
switch(config)# ip router ospf process UNDERLAY
area 0
switch(config)# ip pim sparse-mode
switch(config)# no ip redirects
switch(config)# mtu 9216
switch(config)# no shutdown

SVIの遅延復元タイマーをイネーブルにします。
SVI/VNIスケールが大きい場合は、この値を調整す

（任意） delay restore interface-vlan seconds

例：

ステップ 21

ることを推奨します。たとえば、SCIカウントが
switch(config-vpc-domain)# delay restore
interface-vlan 45 1000の場合、delay restoreを interface-vlanから 45

秒に設定することを推奨します。
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